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第１ 章　 島し ょ 保健医療圏地域保健医療推進プラ ンについて

第１ 節　 島し ょ 保健医療圏地域保健医療推進プラ ンの位置づけ

○ 　「 島し ょ 保健医療圏地域保健医療推進プラ ン」（ 以下「 推進プラ ン」 と いう 。） は、  島

し ょ 圏域の保健所、 町村及び関係機関・ 団体、 保健・ 医療・ 福祉の関係者が、 圏域の

保健医療の現状と 課題を 共有し 、 島し ょ 圏域の保健医療を 総合的に推進する ための包

括的な計画であり 、 平成16年3月に策定さ れまし た。

○ 　 推進プラ ン は、 保健所及び町村にあっ ては、 保健医療施策の推進目標、 保健医療福

祉の関係機関・ 団体等にあっ ては活動の指針、 島民にあっ ては自主的・ 積極的な健康

づく り の方向性を 示すも のと し て位置付けら れるも のです。

○ 　 し たがっ て、 島民の取組を 支援し ながら 、 それぞれの役割分担に応じ た連携・ 協働

を 図り 、 島民、 関係団体、 行政が一体と なっ て推進し 、 目標を 達成し ていく こ と を 目

指し ます。

第２ 節　 推進プラ ンの改定

○ 　 東京都の人口は、 増加を 続け、 令和12年を ピ ーク に減少に転じ る も のと 見込まれて

います。 また、 令和17年には都民のおよそ４ 人に１ 人が高齢者（ 65歳以上） になる と

推計さ れています。 　

　  　 一方、 島し ょ 圏域の人口は減少傾向にあり 、 令和27年には令和２ 年の人口の約40％

が減少する と 見込まれています。 また、 高齢化率は、 令和６ 年は36 .0％であり 、 すで

に島民の３ 人に１ 人が高齢者です。

○ 　 また、 ラ イ フ スタ イ ルの変化等に伴い、 疾病構造はがん、 心血管疾患、 糖尿病など

生活習慣病が中心と なっ ています。

　  　 人生100年時代を 見据え、 島し ょ 地域において、 健康寿命を延伸し 、 生涯にわたり 健

やかで心豊かに暮ら すためには、 島民一人ひと り が主体的に疾病予防や介護予防に取

り 組むと と も に、予防から 早期発見、治療を はじ め、重症化予防やリ ハビリ テーショ ン、

介護に至る までの保健医療サービ スの提供や、 生活の質の向上を 図る 取組が求めら れ

ています。

○ 　 さ ら に、 自然災害のリ スク が高い島し ょ 地域においては災害時の保健医療対策が大

切であり 、 そのほかに、 感染症対策、 受動喫煙防止対策、 飲食店や宿泊施設等におけ

る衛生対策等、 健康危機管理対策の強化を 図る必要があり ます。
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○ 　 こ う し たなか、 東京都では、「 第８ 次東京都保健医療計画」、「 東京都健康推進プラ ン

21（ 第三次）」、「 東京都がん対策推進計画（ 第三次改定）」 等、 保健医療に関する 計画

が改定さ れまし た。

○ 　 推進プラ ン は、 平成30年の改定から 計画期間の６ 年が経過し まし た。 こ の間の社会

情勢の変化に加え、 上記の東京都の保健医療行政に係る 諸計画の改定内容や対応状況

及びこ れまでの当保健所及び関係機関の取組状況などを 踏まえ、 島し ょ 圏域における

さ ら なる保健医療の推進を 図るために、 推進プラ ンの改定を行います。

第３ 節　 計画の期間　

令和6年度から 令和11年度までの６ 年間と し ます。

第４ 節　 推進プラ ンの構成等

○ 　 本推進プラ ンは、「 第１ 部総論」「 第２ 部各論」「 資料編」 で構成さ れています。

○ 　 第２ 部各論は、「 第１ 章島し ょ 保健医療圏の保健医療体制の推進」「 第2章健康危機管

理体制の充実」 で構成さ れ、「 現状と 課題」「 施策展開の基本方針」「 今後の取組」「 関

係機関の取組」 を記載し ています。

○ 　 また、 項目によ っ て「 指標」 を 設定し ています。 こ の「 指標」 には、 計画期間に達

成し たいレベルを 目標と し て掲げています。

第５ 節　 推進プラ ンの推進体制

○ 　 地域保健医療協議会は多摩・ 島し ょ の二次保健医療圏ごと に設置さ れており 、 島し ょ

圏域には「 島し ょ 地域保健医療協議会」（ 以下「 協議会」 と いう 。） が設置さ れており ます。

○ 　 協議会は、 島し ょ 圏域内の保健医療福祉の関係機関・ 団体、 学識経験者及び町村か

ら 構成さ れ、 推進プラ ンの計画内容について協議・ 検討し ており ます。

○ 　 協議事項の一つに「 地域保健医療推進プ ラ ン の策定、 推進及び評価に関する 事項」

が定めら れており 、 推進プラ ンは協議会を中心に推進し ていき ます。

○ 　 協議会には、 その機能を 補佐する「 幹事会」 を 設置し 、 推進プラ ン に関する 検討等

を 行います。
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○ 　 推進プラ ン を 効果的に実施する ためには、 進捗状況を 確認し 、 必要に応じ て取組の

見直し を 行っ ていく こ と が必要です。

○ 　 そのため、 保健所及び町村等の取組状況や「 指標」 の達成状況について、 協議会に

おいて進行管理を 行います。

○ 　 計画期間の中間年には中間評価を 行い、 その達成状況から 課題の抽出と 取組方策の

検討を行います。 また、 最終年には最終評価を 行い、 達成状況について評価をし ます。
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第２ 章　 島し ょ 保健医療圏の保健医療を取り 巻く 現状

第１ 節　 島し ょ 保健医療圏

　 全ての都民が住み慣れた地域で安心し て生活し ていく ためには、 都民が必要と する保健医

療サービスを、 いつでも 、 どこ でも 、 だれでも 必要に応じ て適切に受けるこ と ができ るよう

にするこ と が不可欠です。

　 保健医療圏は、 こ う し た都民の保健医療ニーズに的確に対応するため、 保健医療資源の適

切な配置を図ると と も に、 適切な保健医療サービスの提供や医療提供施設相互の機能の分担

と 連携を 推進し 、 疾病の発症予防から 早期の発見や治療、 リ ハビリ テーショ ンなど総合的な

保健医療提供体制の体系を 構築するための地域的単位と なり ます。

　 東京都では、 地域の保健医療ニーズに対し て、 都民に最も 適切な保健医療サービスを提供

し ていく 上での圏域と し て、 一次、 二次及び三次の保健医療圏を設定し まし た。

１ 　 一次保健医療圏

　  　 一次保健医療圏は、 地域住民の日常生活を 支える健康相談、 健康管理、 疾病予防や頻度

の高い一般的な傷病の治療など、 住民に密着し た保健医療サービスを、 福祉サービスと 一

体と なっ て総合的、 継続的に提供し ていく 上での最も 基礎的な圏域であり 、 その体制の整

備を 図るための地域的単位と し て、 区市町村の区域が位置づけら れています。

２ 　 二次保健医療圏

　  　 二次保健医療圏は、 住民の日常生活行動の状況、 交通事情、 保健医療関係の既存の地域

ブロッ ク 、 保健医療資源の分布等圏域設定に必要な要素を 総合的に勘案の上、 複数の区市

町村を単位と する13の圏域に設定さ れています。

　  　 島し ょ 保健医療圏は、 二次保健医療圏の一つであり 、 大島町、 利島村、 新島村、 神津島

村、 三宅村、 御蔵島村、 八丈町、 青ヶ 島村、 小笠原村の２ 町７ 村から なり ます。 島し ょ 地

域は、 離島と し ての地域特性を踏まえた配慮が必要です。

３ 　 三次保健医療圏

　  　 三次保健医療圏は、 東京都全域での対応が必要な保健医療サービスを提供するための区

域であり 、医療法において都道府県を 単位と し て設定するこ と が定めら れているこ と から、

東京都全域と し ています。
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第２ 節　 地域特性

１ 　 地理的条件

　  　 島し ょ 圏域は、太平洋上で南北約1,900Km

の広域に渡っ て大小600余り の島々が点在

し 、 伊豆諸島と 小笠原諸島を 形成し て い

ます。

　  　 行政上は、 ほぼ島ごと に独立する ２ 町７

村によ り 構成さ れており 、 23 ,000人余り の

人々が暮ら し ています。

　  　 気候は温暖多湿な海洋性気候であり 、 また

豊かな自然環境に恵まれています。

２ 　 交通機関

　  　 島し ょ 圏域へのアク セスは海路である 大

型旅客船や高速ジェ ッ ト 船等が運行さ れて

います。

　  　 ま た、 伊豆諸島への空路は、 羽田空港及

び調布飛行場から の定期便があり ます。

　  　 こ れら の他、 ヘリ コ プ タ ーを 利用し た交

通手段が開設さ れており 、 島々の間を 短時

間で結んでいます。

　  　  各島内の移動手段は主に自動車が使わ

れ、 乗用車保有台数は、 13 ,048台（ 令和５

年４ 月１ 日現在） が登録さ れています。

〈 島し ょ 圏域の位置〉

町村名

人口（ 住民基本台帳によ る 。

令和６ 年１ 月１ 日現在）

都庁-町村役場間の距離
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３ 　 産業構造

　  　 島し ょ 圏域は、 東京都平均と 比較し て第1次産業の割合が高く 、 第３ 次産業は低い傾向

です。

　  　 また、 周囲を豊かな海に囲まれているこ と から、 沿岸漁業の振興を 推進し ている町村も

あり ますが、 急峻な地形により 良好な漁港等の整備が困難な島も 存在し ます。

〈 産業構造別就業人口（ 割合）〉

〈 産業構造別就業人口〉

区 分 就業人口
第１ 次 

産業

割合

（ ％）

第２ 次

産業

割合

（ ％）

第３ 次

産業

割合

（ ％）
区分不能

割合

（ ％）

東京都 5,962 ,3 06 21 ,996 0 .4 87 3 ,23 1 14 .6 4 ,8 33 ,6 23 81 .1  233 ,4 56 3 .9  

島し ょ 13 ,81 7 1 ,246 9 .0 2 ,2 40 1 6 .2 10 ,1 70 73 .6  161 1 .2  

大島町 3 ,682 230 6 .2 632 1 7 .2 2 ,8 08 76 .3  12 0 .3  

利島村 236 38 16 .1 39 16 .5 158 66 .9  1 0 .4  

新島村 1 ,401 57 4 .1 272 19 .4 1 ,0 7 2 7 6 .5  0 0 .0  

神津島村 1 ,065 1 34 12 .6 164 15 .4 758 7 1 .2  9 0 .8  

三宅村 1 ,278 7 9 6 .2 247 19 .3 936 7 3 .2  1 6 1 .3  

御蔵島村 214 3 1 .4 45 21 .0 166 77 .6  0 0 .0  

八丈町 3 ,700 49 1 13 .3 5 62 15 .2 2 ,5 28 68 .3  119 3 .2  

青ヶ 島村 131 5 3 .8 36 27 .5 90 68 .7  0 0 .0  

小笠原村 2,1 10 209 9 .9 24 3 11 .5 1 ,6 54 78 .4  4 0 .2  

資料：「 令和２ 年国勢調査」 総務省

（ 単位： 人）

東京都

島し ょ

大島町

利島村

新島村

神津島村

三宅村

御蔵島村

八丈町

青ヶ 島村

小笠原村

0.4

3 .8

9 .0

6 .2

16 .1

4 .1

12 .6

6 .2

1 .4

13 .3

9 .9

16 .2

17 .2

16 .5

19 .4

15 .4

19 .3

2 1 .0

15 .2

27 .5

11 .5

14 .6

73 .6

76 .3

66 .9

76 .5

7 1 .2

73 .2

77 .6

6 8 .3

68 .7

78 .4

8 1 .1

1 .2

0 .3

0 .4

0 .0

0 .8

1 .3

0 .0

3 .2

0 .0

0 .2

3 .9

第１ 次産業　 　 　 第２ 次産業　 　 　 第３ 次産業　 　 　 区分不能

0 20 40 60 8 0 100
（ % ）
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第３ 節　 人口構造 及び疾病構造

１ 　 人口の現状と 推移

　  　 島し ょ 圏域の人口（ 住民基本台帳による） は、令和６ 年４ 月１ 日現在、23 ,015人であり 、

東京都の人口の約0.2% に当たり ます。

　  　 大島町、 八丈町が人口7,000人程度、 新島村、 神津島村、 三宅村、 小笠原村が人口2,000

人前後、 利島村、 御蔵島村、 青ケ島村は人口100 ～ 300人の小規模な自治体です。

令和６ 年４ 月１ 日現在

区 分

住民基本台帳によ る人口・ 世帯数等総数（ 人）

推計人口※

総数（ 人）
人 口（ 人） 人口密度

（ 人/k m 2）
世帯数

世帯数

（ 人/世帯）総 数 男 女

東京都 13 ,939 ,890  6 ,8 44 ,0 68  7 ,0 9 5 ,8 2 2  6 ,3 3 7  7 ,6 09 ,7 10  1 .8 3  1 4 ,1 3 3 ,0 86

島し ょ 23 ,015  11 ,9 3 3  11 ,0 82  56  13 ,7 78  1 .6 7  22 ,4 96

大島町 6 ,731  3 ,4 7 7  3 ,2 54  74  4 ,1 56  1 .6 2  6 ,4 04

利島村 289  15 9  130  72  175  1 .6 5  306

新島村 2 ,399  1 ,1 6 3  1 ,2 36  87  1 ,3 02  1 .8 4  2 ,1 99

神津島村 1,725  88 8  837  93  895  1 .9 3  1 ,6 92

三宅村 2 ,160  1 ,2 0 0  960  39  1 ,4 05  1 .5 4  2 ,0 45

御蔵島村 279 151 128 14 155 1 .80 289

八丈町 6 ,795  3 ,4 0 2  3 ,3 93  94  4 ,1 00  1 .6 6  6 ,5 87

青ヶ 島村 144  8 6  58  24  108  1 .3 3  150

小笠原村 2,493  1 ,4 0 7  1 ,0 86  22  1 ,4 82  1 .6 8  2 ,8 24

※推計人口： 令和２ 年10月１ 日現在の国勢調査人口(確報値)を 基準と し 、 こ れに毎月の住民基本台帳人口の増減数を 加えて推

計し たも の

資料：「 東京都の人口（ 推計）」「 住民基本台帳による世帯と 人口」 東京都総務局

〈 人口（ 住民基本台帳令和６ 年４ 月１ 日現在）〉
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　  　 平成２ 年から 令和２ 年の30年間で、 東京都の人口は18％増加し ていますが、 島し ょ 圏

域の人口は24％減少し ています（ 令和2年の国勢調査による）。

　  　 令和２ 年を 基準と し た将来の人口予測では、 東京都全体は令和12年まで増加し それ以

降はゆるやかに減少し ていき ます。 島し ょ 圏域は全町村減少し 続け、 圏域全体で令和2年

の24 ,461人から 25年後の令和27年には14 ,631人と 40％減が予測さ れています。

〈 人口の推移（ 平成２ 年を１ と し た割合）〉

大島町

小笠原村

東京都

青ヶ 島村

島し ょ

八丈町

御蔵島村

三宅村

神津島村

新島村

利島村

1.3

1 .2

1 .1

1 .0

0 .9

0 .8

0 .3

0 .4

0 .5

0 .6

0 .7

小笠原村

大島町

利島村

神津島村

三宅村

八丈町

青ヶ 島村

三宅村は噴火に
よ る 全島避難の
ため平成12年の
国勢調査が実施
さ れなかっ た。

７ 年
平成
２ 年 27年22年17年12年７ 年

令和
２ 年27年22年17年12年

予測人口

御蔵島村

新島村

資料：「 国勢調査」 総務省及び「 東京都区市町村別人口の予測」（ 令和６ 年３ 月） 東京都総務局
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〈 人口の推移〉

区 分 平成２ 年 平成７ 年 平成12年 平成17年 平成２ 2年 平成27年 令和２ 年

東京都 11 ,855 ,563  11 ,773 ,605  12 ,064 ,101  12 ,576 ,601  13 ,159 ,388  13 ,515 ,271  14 ,047 ,594

島し ょ  32 ,336   32 ,077   27 ,640   28 ,744   27 ,815   26 ,491  24 ,461  

大島町  10 ,014   9 ,693   9 ,224   8 ,702   8 ,461   7 ,884   7 ,102  

利島村  315   317   302   308   341   337   327  

新島村  3 ,505   3 ,163   3 ,147   3 ,161   2 ,883   2 ,749   2 ,441  

神津島村  2 ,314   2 ,276   2 ,144   2 ,068   1 ,889   1 ,891   1 ,855  

三宅村  3 ,911   3 ,831   2 ,439   2 ,676   2 ,482   2 ,273  

御蔵島村  293   275   308   292   348   335   323  

八丈町  9 ,420   9 ,476   9 ,488   8 ,837   8 ,231   7 ,613   7 ,042  

青ヶ 島村  203   237   203   214   201   178   169  

小笠原村  2 ,361   2 ,809   2 ,824   2 ,723   2 ,785   3 ,022   2 ,929  

各年10月1日現在（ 単位： 人）

〈 人口の将来予測（ 令和２ 年の国勢調査結果を基準に予測）〉

区 分 令和２ 年 令和７ 年 令和12年 令和17年 令和22年 令和27年

東京都 14 ,047 ,594 14 ,214 ,3 08 14 ,264 ,8 59 14 ,206 ,7 74 14 ,033 ,7 82 13 ,841 ,5 79

島し ょ 24 ,461   22 ,2 8 0   19 ,8 8 7   1 7 ,8 4 6   1 6 ,0 56   1 4 ,6 31

大島町  7 ,10 2   6 ,3 7 5   5 ,5 5 1   4 ,7 9 2   4 ,1 66   3 ,6 42  

利島村  327   297   265   241   224   205  

新島村  2 ,44 1   2 ,0 9 4   1 ,8 3 3   1 ,6 1 0   1 ,4 04   1 ,2 50  

神津島村  1 ,85 5   1 ,7 0 5   1 ,5 9 8   1 ,5 0 3   1 ,3 99   1 ,3 16  

三宅村  2 ,27 3   2 ,0 6 2   1 ,8 4 4   1 ,6 3 6   1 ,4 47   1 ,3 09  

御蔵島村  323   296   252   222   204   193  

八丈町  7 ,04 2   6 ,4 5 7   5 ,7 4 6   5 ,1 8 9   4 ,6 55   4 ,1 99  

青ヶ 島村  169   164   146   128   111   103  

小笠原村  2 ,92 9   2 ,8 3 0   2 ,6 5 2   2 ,5 2 5   2 ,4 46   2 ,4 14  

資料：「 国勢調査」 総務省及び「 東京都区市町村別人口の予測」（ 令和６ 年３ 月） 東京都総務局

各年10月1日現在（ 単位： 人）
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〈 年齢３ 区分別人口〉

区 分 人口 
０ ～ 14歳 15 ～ 64歳 65歳以上

年少人口 （ % ） 生産年齢人口 （ % ） 老年人口 （ % ）

東京都 13 ,911 ,902 1 ,54 0 ,7 3 1 1 1 .1  9 ,2 27 ,9 15 66 .3  3 ,1 43 ,2 56 22 .6  

島し ょ 23 ,7 93 2 ,647 1 1 .1  12 ,5 88 52 .9  8 ,5 58 36 .0  

大島町 6 ,982 682 9 .8  3 ,6 04 51 .6  2 ,6 96 38 .6  

利島村 314 41 13 .1  2 02 64 .3  71 22 .6  

新島村 2 ,453 23 2 9 .5  1 ,2 14 49 .5  1 ,0 07 41 .1  

神津島村 1,775 24 4 13 .8  929 52 .3  602 33 .9  

三宅村 2 ,254 2 36 10 .5  1 ,1 35 50 .4  883 3 9 .2  

御蔵島村 291 51 17 .5  179 61 .5  61 2 1 .0  

八丈町 6 ,968 747 10 .7  3 ,4 67 49 .8  2 ,7 5 4 39 .5  

青ヶ 島村 156 16 10 .3  102 6 5 .4  3 8 24 .4  

小笠原村 2,60 0 398 15 .3  1 ,7 56 6 7 .5  44 6 17 .2  

資料：「 住民基本台帳による東京都の世帯と 人口」（ 令和６ 年１ 月） 総務局

〈 年齢３ 区分別人口割合〉

東京都

島し ょ

大島町

利島村

新島村

神津島村

三宅村

御蔵島村

八丈町

青ヶ 島村

小笠原村

11 .1

10 .3

11 .1

9 .8

13 .1

9 .5

13 .8

10 .5

17 .5

10 .7

15 .3

52 .9

51 .6

64 .3

49 .5

5 2 .3

50 .4

61 .5

49 .8

65 .4

67 .5

66 .3

36 .0

38 .6

2 2 .6

41 .1

33 .9

39 .2

2 1 .0

39 .5

2 4 .4

17 .2

2 2 .6

0 2 0 40 60 80 100
（ % ）

０ ～ 14歳 15 ～ 64歳 15 ～ 64歳

２ 　 人口構成

　  　 令和６ 年の島し ょ 圏域の人口を 年齢３ 区分別、 すなわち 年少人口（ 0歳から 14歳）、 生

産年齢人口（ 15歳から 64歳）、 老年人口（ 65歳以上） で見ると 、 年少人口は2,647人で総

数に占める構成割合は11 .1% 、生産年齢人口は12 ,588人で53 .9% 、また老年人口は、8 ,558

人で36 .0% であり ます。 老年人口の割合は、 東京都内平均を13 .4ポイ ン ト 上回り 、 既に

島民のおよそ３ 人に１ 人が65歳以上の、 超高齢社会と なっ ています。 し かし 、 町村によっ

て人口構成に大き な違いがあり ます。
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　  　 島し ょ 圏域における、 令和２ 年のすべての世帯数のう ち、 65歳以上の単独世帯数の占

める割合は、 小笠原村の10.8% から 大島町、 三宅村の25.9% と ばら つき があり ます。

〈 町村別世帯数〉

区 分 全世帯数（ a ） 65歳以上の単独世帯数（ b） （ b）/（ a ）（ % ）

東京都 7 ,227 ,180 811 ,408 11 .2  

島し ょ 12 ,7 94 2 ,831 22 .1  

大島町 3 ,7 12 963 25 .9  

利島村 193 33 17 .1  

新島村 1 ,1 63 230 19 .8  

神津島村 808 107 13 .2  

三宅村 1 ,3 77 356 25 .9  

御蔵島村 187 21 11 .2  

八丈町 3 ,7 67 944 25 .1  

青ヶ 島村 118 19 16 .1  

小笠原村 1,4 69 158 10 .8  

資料：「 令和２ 年国勢調査都道府県市町村別主要統計表」 総務省統計局

〈 町村別世帯数〉

大
島
町

小
笠
原
村

青
ヶ
島
村

八
丈
町

御
蔵
島
村

三
宅
村

全世帯数（ a） 65歳以上の単独世帯数（ b） 65歳以上の単独世帯割合（ b）/（ a ）（ ％）

神
津
島
村

新
島
村

利
島
村

世
帯
数

30

25

20

15

10

5

0

4 ,000

3 ,500

3 ,000

2 ,500

2 ,000

1 ,500

1 ,000

500

0

65
歳
以
上
の
単
独
世
帯
割
合

（ % ）

12



第
１
部

　
第
２
章

総 論 第１ 部

〈 出生率（ 人口千対） の推移〉

9

8

7

6

5

4

島し ょ東京都

平成
14年 15 年 16年 17年 18年 19 年 20年 21年 2 2年 23年 24年 25 年 2 6年 27年 2 9年28年 30年 ４ 年３ 年２ 年

令和
元年

東京都

島し ょ

〈 出生数と 出生率の推移〉

区 分
平成14年 平成19年 平成24年 平成29年 令和４ 年

出生数（ 人） 出生率 出生数（ 人） 出生率 出生数（ 人） 出生率 出生数（ 人） 出生率 出生数（ 人） 出生率

東京都 100 ,118 8 .4  103 ,8 37 8 .3 10 7 ,40 1 8 .3  108 ,9 90 8 .2 91 ,097 6 .8  

島し ょ 242 8 .3  20 6 7 .3  204 7 .4  165 6 .4  124 5 .2  

大島町  65   7 .3  71   8 .3   5 6   6 .8   4 4   5 .8   32   4 .7  

利島村  1   3 .2  2   6 .6  － －  4   11 .8   1   2 .9  

新島村  24   7 .6  19   6 .1   1 9   6 .8   1 5   5 .7   10   4 .3  

神津島村  21   10 .0  15   7 .7   1 7   9 .0   1 5   8 .1   12   6 .7  

三宅村  15  －  7   2 .9   2 4   9 .1   1 9   7 .9   10   4 .5  

御蔵島村  1   3 .3  3   1 0 .4   7   2 0 .1   9   26 .5   1   3 .3  

八丈町  75   8 .0  58   6 .7   4 7   5 .8   3 4   4 .6   31   4 .5  

青ヶ 島村  3   15 .0   1   4 .7   1   5 .1   1   5 .7   4   23 .3  

小笠原村  37   13 .3   3 0   1 0 .9   3 3   1 1 .4   2 4   7 .9   23   7 .9  

資料：「 人口動態統計」 東京都保健医療局。 三宅村は全島避難により 平成12年国勢調査人口がゼロのため平成14年の出生率を

算出し ていない。 また同年の島し ょ の出生率は三宅村の出生数を除いた値で算出し ている。

（ 出生率： 人口千対）

３ 　 人口動態

（ １ ）　 出生の状況

　  　 島し ょ 圏域の令和４ 年の出生数は、 124人（ 男59人、 女65人） です。 出生率（ 人口千

人当たり の出生数） は5 .2で、 東京都全域の6.8と 比較し て低い値と なっ ています。

　  　 出生率の年次推移を みると 、 島し ょ 圏域では年ごと の変動はあり ますが全体に減少傾向

で、平成18年以降東京都全域に比べ低い値と なり 、平成27年以降は減少傾向が著し く なっ

ています。 また、 出生数は20年前の242人のほぼ半分と なっ ています。
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〈 合計特殊出生率の推移〉

区 分 平成９ 年 平成14年 平成19年 平成24年 平成29年 令和４ 年

東京都 1.05 1 .02  1 .0 5  1 .0 9  1 .2 1 1 .0 4  

島し ょ 1 .70 1 .69  1 .5 7  1 .7 2  1 .4 6  1 .2 6  

大島町 1 .36  1 .4 5  1 .8 5  1 .7 2  1 .5 0  1 .2 9  

利島村 4 .24  0 .5 0 0 .8 9  －  1 .8 8   0 .3 6  

新島村 1 .90  1 .6 9  1 .4 0  1 .5 3  1 .2 5  1 .0 7  

神津島村 2.19  2 .0 5  1 .5 3  1 .8 0  1 .8 8  1 .6 1  

三宅村 1 .63  1 .2 7  0 .6 5  2 .4 9  1 .7 5  0 .9 2  

御蔵島村 1.53  0 .3 3  1 .2 2  1 .8 3  3 .3 3  0 .4 5  

八丈町 1 .93  2 .1 3  1 .7 8  1 .5 0  1 .2 6  1 .2 9  

青ヶ 島村 1 .08  1 .4 8 0 .7 1  0 .5 6   1 .2 5  4 .0 2  

小笠原村 1.70  1 .7 3  1 .3 5  2 .0 9  1 .3 4  1 .5 1

資料：「 人口動態統計」 東京都保健医療局

〈 合計特殊出生率の推移〉

島し ょ東京都

平成
４ 年 ６ 年 30年 ４ 年28年26年24年22年20年18年16年14年12年10年８ 年

令和
２ 年

2 .2

2 .0

1 .8

1 .6

1 .4

1 .2

0 .8

0 .6

東京都

島し ょ

　  　 一方、 合計特殊出生率（ １ 人の女性が生涯に生む子供の数） を 見ると 令和４ 年は島し ょ

圏域は1.26であり 、 東京都全域の1.04と 比較し て高く なっ ています。 年次推移では都全

域と 同様に近年は減少傾向と なっ ています。
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（ ２ ）　 死亡の状況

①　 死亡数と 死亡率

　  　 島し ょ 圏域の令和４ 年の死亡数は408人（ 男221人、 女187人）、 死亡率（ 人口千人当

たり の死亡数） は17 .2であり 、 年次推移を みる と 漸増傾向です。 また、 東京都全域と 比

較し て死亡率の高い状況が続いています。

　  　 なお、 令和４ 年の乳児死亡は１ 人、 新生児死亡及び周産期死亡は０ 人でし た。

〈 死亡率（ 人口千対） の推移〉
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1 0
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東京都
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〈 死亡数及び死亡率の推移〉

区 分
平成14年 平成19年 平成24年 平成29年 令和４ 年

死亡数（ 人） 死亡率 死亡数（ 人） 死亡率 死亡数（ 人） 死亡率 死亡数（ 人） 死亡率 死亡数（ 人） 死亡率

東京都 85 ,162 7 .1 96 ,3 54 7 .7 10 9 ,19 4  8 .5  116 ,4 53  8 .8 139 ,264  10 .4  

島し ょ 392 12 .7 34 7 12 .3 460  16 .8  365  14 .2  408  17 .2  

大島町 144  16 .1  11 7  13 .6  152  18 .5  124  16 .3  146  21 .3  

利島村 2 6 .4  4  13 .2  6  17 .3  1  2 .9  5  14 .7  

新島村 30 9 .6  3 9  12 .6  60  21 .5  45  17 .0  41  17 .8  

神津島村 30 14 .2  2 6  13 .3  27  14 .3  17  9 .2  34  19 .0  

三宅村 47 … 37  15 .3  54  20 .5  41  17 .1  48  21 .7  

御蔵島村 4 13 .0  2  6 .9  4  11 .5   2  5 .9   4  13 .1  

八丈町 120  12 .8  11 2  13 .0  148  18 .2  123  16 .8  118  17 .2  

青ヶ 島村 1 5 .0  1  4 .7  － －  1  5 .7   1  5 .8  

小笠原村 14 5 .0  9  3 .3  9  3 .1  11  3 .6  11  3 .8  

資料：「 人口動態統計」 東京都保健医療局。 平成14年の三宅村は全島避難により 平成12年国勢調査人口がゼロのため平成14年

の死亡率を算出し ていない。 また、 同年の島し ょ の死亡率は三宅村の死亡数を除いた値で算出し ている。

（ 死亡率： 人口千対）
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　  　 島し ょ 圏域の町村は人口が少なく 、 単年の死亡状況では傾向の把握が困難なため、 平成

30年から 令和４ 年の５ 年間の死亡数を用いて、年平均死亡数、死亡率（ 人口千対）を算出し 、

東京都全域より も 老年人口割合が高いなど年齢構成の違いによる影響を除いて比較するた

めの標準化死亡比注１ を 算出し まし た。 標準化死亡比は、 青ケ島村の女性と 小笠原村の男

女は東京都全域より 低い値でし たが、 それ以外の町村は東京都全域より 高い値でし た。

〈 平成30年～令和４ 年の平均の死亡数、 死亡率（ 人口千対） 及び標準化死亡比〉

区 分
平均死亡数

（ 人）

死亡率
（ 人口千対）

標準化死亡比

男 女

東京都 125 ,649 8 .9 100 .0 100 .0

島し ょ 402 16 .4 116 .6 118 .3

大島町 136 19 .2 126 .1 128 .9

利島村 4 11 .6 122 .4 162 .1

新島村 46 18 .8 113 .4 110 .2

神津島村 26 14 .2 10 7 .3 116 .9

三宅村 48 21 .3 11 1 .0 155 .5

御蔵島村 3 8 .0 1 29 .3 175 .4

八丈町 127 18 .0 1 23 .3 10 4 .6

青ヶ 島村 1 5 .9 1 16 .0 7 5 .7

小笠原村 11 3 .8 58 .7 71 .3

資料：「 人口動態統計」 東京都保健医療局、「 国勢調査」 総務省により 算出。

※死亡率と 標準化死亡比は、 平成30年～令和４ 年の平均死亡数と 令和２ 年の人口を用い算出し た。

〈 標準化死亡比（ H30-R4、 東京都を100と する）〉
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注１ 　 標準化死亡比： 年齢構成の異なる地域間の死亡状況の比較に用いら れる。 基準と する地域（ こ こ では東京都）

の年齢階級別死亡率を 各地域の年齢階級別人口に乗じ 合計し て算出し た各地域の期待死亡数と 実際の死亡

数の比で、 基準値100より 大きいと その地域の死亡率が基準と し た地域より 高いこ と を意味する。
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②　 死因の状況

　  　 島し ょ 圏域の死亡原因は、 第１ 位が「 悪性新生物」 (がん)、 第２ 位が「 心疾患」、 第３

位が ｢老衰｣ と なっ ています。 死因別の割合を 見ると 、「 老衰」 の割合は東京都全域と 比

較し て高く なっ ています。

　  　 どの町村も 「 悪性新生物」 が最多で、「 心疾患」「 脳血管疾患」 を 含めた三大疾病で死亡

の約半数を占めています。

〈 主要死因別死亡数及び死亡割合（ 平成30年～令和４ 年の平均）〉

区 分

全死因

死亡数

（ 人）

悪性新生物
悪性新生物

（ 高血圧性を除く ）
脳血管疾患 老 衰 肺 炎

死亡数

(人)

割合

(% )

死亡数

(人)

割合

(% )

死亡数

(人)

割合

(% )

死亡数

(人)

割合

(% )

死亡数

(人)

割合

(% )

東京都 125 ,649 34 ,314  27 .3  18 ,952  15 .1  8 ,854  7 .0  12 ,497  9 .9  6 ,893 5 .5

島し ょ 402 .2 109 .2  27 .2  58 .2  14 .5  31 .6  7 .9  50 .2  12 .5  18 .0  4 .5

大島町 136 .4 36 .6  26 .8  22 .2  16 .3  12 .2  8 .9  17 .6  12 .9  8 .4  6 .2

利島村 3 .8 1 .2  31 .6  0 .4  10 .5  － － 0.6  15 .8  － －

新島村 45 .8 14 .4  31 .4  5 .4  11 .8  2 .6  5 .7  5 .6  12 .2  1 .4  3 .1

神津島村 26 .4 7 .2  27 .3  4 .0  15 .2  2 .2  8 .3  2 .6  9 .8  1 .4  5 .3

三宅村 48 .4 12 .4  25 .6  6 .8  14 .0  2 .0  4 .1  5 .6  11 .6  1 .2  2 .5

御蔵島村 2 .6 0 .8  30 .8  0 .2  7 .7  0 .2  7 .7  0 .2  7 .7  － －

八丈町 126 .8 32 .2  25 .4  18 .0  14 .2  11 .4  9 .0  17 .4  13 .7  5 .4  4 .3

青ヶ 島村 1 .0 0 .4  40 .0  － － 0.4  40 .0  － － － －

小笠原村 11 .0 4 .0  36 .4  1 .2  10 .9  0 .6  5 .5  0 .6  5 .5  0 .2  1 .8

資料：「 人口動態統計」 東京都保健医療局により 算出

〈 主要死因別死亡割合（ Ｈ30 -Ｒ４ ）〉

東京都
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大島町

利島村
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小笠原村

27 .3

40 .0

27 .2

26 .8

31 .6

31 .4

27 .3

25 .6

30 .8

25 .4

3 6 .4

15 .1

14 .5

16 .3

10 .5

1 1 .8

15 .2

14 .0

7 .7

14 .2

10 .9

28 .2

20 .0

26 .0

2 4 .6

36 .8

2 5 .3

28 .8

34 .3

30 .8

2 3 .8

2 3 .6

7 .0

40 .0

7 .9

8 .9

5 .7

8 .3

4 .1

7 .7

23 .8

5 .5

9 .9

12 .5

12 .9

15 .8
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9 .8

11 .6

30 .8

13 .7

5 .5

5 .5

4 .5

6 .2

3 .1

5 .3

2 .5

4 .3

1 .8

2 .9

3 .3

1 .6

5 .3

5 .2

1 .5
5 .8

15 .4

3 .9

2 .5

2 .9

1 .8

3 .9

3 .0

1 .2

3 .8

12 .7

1 .6

1 .3

0 .9

1 .3

0 .8

0 .8

1 .9

3 .6
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（ % ）

悪性新生物 心疾患 脳血管疾患 老衰 肺炎 誤嚥性肺炎 不慮の事故 自殺 その他
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　  　 死因を性別で見ると 、 男性では悪性新生物の割合が女性より 多く 、 女性では老衰の割合

が多いですが、 その傾向は島し ょ 圏域において顕著でし た。

　  　 死因についても 年齢構成の違いを 考慮し て比較するために、 主な死因の標準化死亡比を

算出し たと こ ろ、 総死亡（ 全死因） と 同様に各死因についても 島し ょ 圏域は東京都全域よ

り 死亡比が高い状況でし た。 その中でも 、 女性の老衰、 男女の脳血管疾患、 男性の悪性新

生物が比較的高い傾向でし た。

〈 主要死因別死亡数及び死亡割合（ 平成30年～令和４ 年の平均）〔 男女別〕〉

区 分

全死因

死亡数

（ 人）

悪性新生物
悪性新生物

（ 高血圧性を除く ）
脳血管疾患 老 衰 肺 炎

死亡数

(人)

割合

(% )

死亡数

(人)

割合

(% )

死亡数

(人)

割合

( % )

死亡数

(人)

割合

(% )

死亡数

(人)

割合

(% )

東京都
男 65 ,521 19 ,748 30 .1 9491 14 .5 4495 6 .9 3 ,432 5 .2 3 ,986 6 .1  

女 60 ,128 14 ,566  24 .2 9461 15 .7 4359 7 .2 9 ,065 15 .1 2 ,908 4 .8  

島し ょ
男 207 .4 68 .0 32 .8 27 .6 13 .3 15 .6 7 .5 10 .6 5 .1 10 .4 5 .0  

女 194 .8 41 .2 21 .1 30 .6 15 .7 16 .0 8 .2 39 .6 20 .3 7 .6 3 .9  

資料：「 人口動態統計」 東京都保健医療局により 算出

〈 島し ょ 地域の死因別標準化死亡比（ 東京都を100と する）〉
160

140

120

100
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40

20

0
男 女 男 女 男 女 男 女男 女男 女

心疾患
（ 高血圧性を除く ）

悪性新生物総死亡 脳血管疾患 老 衰 肺 炎

117 118 125
11 3

94

1 41

110

13412 9

1 07

91

114

〈 主要死因別死亡割合（ Ｈ30 -Ｒ４ ）〉

男

女

男

女

30 .1  

24 .2  

32 .8  

21 .1  

14 .5  

15 .7  
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15 .7  

6 .9  

7 .2  

7 .5  

8 .2  

5 .2  

15 .1

5 .1  

20 .3

29 .3  

27 .0  

27 .8  

24 .1  

2 .0  

1 .2  

2 .0  

0 .5  

2 .0  

1 .2  

2 .0  

0 .5  

6 .1  

2 .5

5 .0

3 .9

3 .2

4 .8

3 .2

3 .5

0 2 01 0 3 0 5 0 7 0 9 040 6 0 80 100
（ % ）

悪性新生物 心疾患 脳血管疾患 老衰 肺炎 誤嚥性肺炎 不慮の事故 自殺 その他

東京都

島し ょ
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４ 　 平均寿命と 健康寿命

（ １ ）　 平均寿命

　  　 東京都の令和２ 年の平均寿命は、 男81 .8歳、 女87 .9歳であり 、 昭和45年の男69 .3歳、

女74 .7歳と 比べ、 約50年間で男12 .5歳、 女13 .2歳程度延びています。  

　  　 また、 平成22年と 比べて、 男女それぞれ1.9歳、 1 .5歳程度延びています。

〈 平均寿命の推移〉

区 分

男 女

平成17年 平成22年 平成27年 令和２ 年 平成22年

と の差

（ b ） -（ a ）

平成17年 平成22年 平成27年 令和２ 年 平成22年

と の差

（ d ） -（ c）（ a ） （ b） （ c） （ d ）

東京都 79 .4 79 .9 81 .1 81 .8 1 .9 85 .7 86 .4 87 .3 87 .9 1 .5

島し ょ … … … … … … … … … …

大島町 77 .3 79 .3 80 .7 81 .2 1 .9 85 .0 85 .7 87 .0 87 .4 1 .7

利島村 78 .8 79 .6 81 .1 81 .8 2 .2 84 .6 86 .4 87 .3 87 .8 1 .4

新島村 78 .6 79 .9 81 .0 81 .4 1 .5 85 .4 86 .6 87 .2 87 .7 1 .1

神津島村 77 .8 79 .9 80 .7 81 .7 1 .8 84 .6 86 .0 87 .2 87 .7 1 .7

三宅村 … 79 .7 80 .6 81 .8 2 .1 … 86 .2 87 .1 8 7 .6 1 .4

御蔵島村 78 .8 79 .6 81 .1 81 .8 2 .2 84 .8 86 .4 87 .3 87 .8 1 .4

八丈町 77 .3 79 .5 79 .9 80 .9 1 .4 84 .8 86 .1 86 .9 87 .5 1 .4

青ヶ 島村 78 .8 79 .9 81 .0 81 .8 1 .9 84 .7 86 .4 87 .3 87 .9 1 .5

小笠原村 79 .2 80 .2 81 .3 82 .0 1 .8 84 .3 86 .5 87 .4 87 .9 1 .4

資料：「 令和２ 年市区町村別生命表」「 平成27年市区町村別生命表」「 平成22年市区町村別生命表」「 平成17年市区町村別生命表」

厚生労働省

（ 単位： 歳）

〈 平均寿命（ 令和２ 年）〉
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（ ２ ）　 健康寿命

　  　 ５ 歳健康寿命（ 東京都保健所長会方式） と は、 65歳の人が何ら かの障害のために要介

護認定を 受けるまでの状態を 健康と 考え、 その障害のために認定を 受ける年齢を平均的に

表し たも のです。

　  　 東京都は、 65歳健康寿命の把握に当たり 、 介護保険の要介護度を 用いて、 要支援１ 以

上を 障害と し た場合と 、要介護２ 以上を障害と し た場合と の２ パタ ーンを算出し ています。

　  　 島し ょ 圏域の令和４ 年の65歳健康寿命は、 要支援1以上を 障害と し た場合、 男性80 .84

歳、 女性82 .87歳、 要介護２ 以上を 障害と し た場合、 男性82 .13歳、 女性85 .43歳と なっ

ています。 なお、 島し ょ 圏域の各町村人口は１ 万人未満であるため、 統計上の精度に課題

があると し て町村ごと の数値は公表さ れていません。

〈 65歳健康寿命の推移〉

区 分
東京都 島し ょ

男性 女性 男性 女性

要介護度
要支援1

以上

要介護2

以上

要支援1

以上

要介護2

以上

要支援1

以上

要介護2

以上

要支援1

以上

要介護2

以上

平成20年 80 .66 81 .79 82 .27 84 .81 80 .8 1 81 .8 6 2 .9 9 8 5 .52

平成21年 80 .03 82 .02 82 .58 85 .16 81 .2 5 82 .14 8 4 .43 86 .52

平成22年 80 .83 82 .02 82 .57 85 .1 4 80 .40 8 1 .56 8 2 .42 85 .08

平成23年 80 .75 81 .98 82 .52 85 .1 4 80 .38 8 1 .35 82 .75 85 .15

平成24年 80 .74 82 .02 82 .4 7 85 .16 8 1 .44 8 1 .42 82 .68 85 .02

平成25年 80 .81 82 .23 82 .4 3 85 .33 8 0 .26 81 .42 82 .68 85 .13

平成26年 80 .89 82 .3 9 82 .46 8 5 .48 80 .34 81 .61 82 .61 85 .27

平成27年 80 .9 8 82 .5 4 82 .48 8 5 .62 80 .51 81 .82 82 .69 85 .3 3

平成28年 81 .0 4 82 .62 8 2 .56 85 .69 80 .68 81 .96 82 .67 85 .3 3

平成29年 81 .1 0 82 .68 8 2 .67 85 .79 80 .95 82 .22 82 .7 7 85 .40

平成30年 81 .21 8 2 .82 82 .74 85 .92 81 .49 82 .74 82 .7 0 85 .35

平成31年 81 .28 8 2 .93 82 .81 86 .02 81 .31 82 .4 8 82 .77 8 5 .41

令和２ 年 81 .40 83 .09 82 .93 86 .21 81 .39 82 .7 3 82 .83 8 5 .36

令和３ 年 81 .37 83 .01 82 .99 86 .19 80 .9 5 82 .30 8 2 .93 85 .55

令和４ 年 81 .25 82 .83 82 .93 86 .0 1 80 .8 4 82 .13 8 2 .87 85 .43

資料：「 都内各区市町村の65歳健康寿命」 東京都保健医療局

（ 単位： 歳）
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第４ 節　 保健・ 医療・ 福祉等の社会資源

１ 　 医療関連施設

（ １ ）　 病院

　  　 病院は、国民健康保険町立八丈病院1施設のみで、54床（ 一般病床52床、感染症病床２ 床）

を有し ていますが、 療養病床や精神病床は整備さ れていません。 病床数で見ると 、 一般病

床数（ 人口10万対） は196 .3床であり 、 東京都全域の603 .0床と 比較すると 大き く 下回っ

ています。

〈 病院数〉

〈 病院・ 一般診療所病床数〉

区 分 島し ょ 東京都

病院総数 1 629

一般病院 1 581

精神科病院 – 48

【 再掲】 地域医療支援病院 – 50

【 再掲】 救急告示病院 1 306

【 再掲】 療養病床を 有する病院 – 230

資料： 厚生労働省「 医療施設調査」（ 令和４ 年10月）

区 分
病 床 数 人口10万対病床数

島し ょ 東京都 島し ょ 東京都

病院病床総数 54 125 ,152 220 .8 890 .9

一般病床 52 81 ,790 212 .6 582 .2

療養病床 – 21 ,912 – 156 .0

精神病床 – 20 ,856 – 148 .5

結核病床 – 449 – 3 .2

感染症病床 2 145 8 .2 1 .0

一般診療所病床総数 64 3 ,450 261 .6 24 .6

注： 人口10万対病床数の算出根拠と なる人口は総務省「 国勢調査」（ 令和２ 年） を用いた。

資料： 厚生労働省「 医療施設調査」（ 令和４ 年10月）
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（ ２ ）　 一般診療所

　  　 一般診療所は、 19施設（ 有床は９ 施設、 無床は10施設） で、 そのう ち 外来診療を 実施

し ている施設数は13施設です。 各町村に少なく と も 1施設はあり 、 無医村地域は存在し ま

せん。 一般診療所数（ 人口10万対） は、80 .1施設であり 、東京都平均の104 .6施設を 下回っ

ています。

（ ３ ）　 歯科診療所

　  　 歯科診療所は、 大島町、 三宅村、 八丈町及び小笠原村に14施設あり ます。 歯科診療所数 

（ 人口10万対） は59 .0施設であり 、 東京都全域の76.2施設を 下回っ ています。 利島村、 新

島村、 御蔵島村及び青ヶ 島村では一般診療所内の歯科と し て診療が行われています。

（ ４ ） 薬局等  

　  　 薬局は５ 施設（ 令和４ 年度末現在） あり ますが、 島内に薬局がない村も あり ます。 店舗

販売業注１ は７ 施設、特例販売業注２ は15施設、毒物劇物販売業のう ち、一般販売業は６ 施設、

農業用品目販売業は10施設、 特定品目販売業は2施設あり ます。（ 令和４ 年３ 月31日現在）

注１ 　 店舗販売業は、 一般用医薬品を 取り 扱う こ と が可能で、 一般用医薬品の区分によ り 、 薬剤師又は登録販売

者が必要。 登録販売者が販売できる医薬品は、 第二類医薬品と 第三類医薬品

注２ 　 特例販売業は、 限定的な品目の販売が可能

〈 人口10万人当たり 一般診療所数等〉

区 分
島し ょ 東京都

数 人口10万対 数 人口10万対

一般診療所数 19 80 .1 14 ,689 104 .6

歯科診療所数 14 59 .0 10 ,696 76 .2

薬局数 5 21 .1 7 ,065 50 .3

資料： 厚生労働省「 医療施設調査」（ 令和４ 年10月）

　 　 　 薬局数（ 令和４ 年度末現在） : 東京都　 令和4年度衛生行政報告例

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 島し ょ 　 事業概要令和５ 年版

　 　 　 人口数： 令和４ 年10月１ 日時点の人口を使用
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２ 　 受療状況

　  　 東京都全域における 病院（ 入院） 受療割合を みる と 、 圏域以外から の流入患者割合は

40.6% ですが、 島し ょ 圏域における病院（ 入院） の受療割合を みると 、 島し ょ 圏域以外か

ら の流入患者割合は0.0％と なっ ています。

　  　 一方、 域内完結率（ 圏域内住民の受療（ 入院） 先が圏域内病院である割合） を みると 、

東京都全域では60.0％ですが、 島し ょ 圏域では9.6% と なっ ています。

〈 二次保健医療圏域内病院における 圏域住民 ― 圏域外住民の受療割合（ 病院の推計入院患者）※〉

0 20 40 60 80 100
（ % ）

島し ょ 医療圏

（ 0 .0千人）

東京都（ 13医療圏）

（ 93 .9千人）

圏域住民 圏域外移住民（ 流入患者割合）

100 .0 0 .0

59 .4 40 .6

〈 二次保健医療圏域内住民の圏域内 ― 圏域外受療割合（ 病院の推計入院患者）〉

0 20 40 60 80 100
（ % ）

島し ょ 医療圏

（ 0 .2千人）

東京都（ 13医療圏）

（ 92 .3千人）

圏域内病院（ 域内完結率） 圏域外病院（ 流出患者割合）

60 .0 40 .0

9 .6 90 .4

※島し ょ 医療圏の病院の推計入院患者数が0.0千人と なっ ていますが、 実際には約20人/日が圏域内の病院に入院し てい

ます。

資料：「 患者調査 令和２ 年」 厚生労働省
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３ 　 保健医療従事者

　  　 島し ょ 圏域における、 医師をはじ めと する保健医療人材の現況については次のと おり と

なっ ています。

（ １ ）　 医師

　  　 保健所に５ 名（ 保健所長、 出張所副所長４ 名） が勤務し ています。

　  　 医療施設に40 .5名の医師がおり 、 自治医科大学卒業医師、 へき 地勤務医師確保事業の

協力病院医師、 東京都立病院医師、 東京都地域医療支援ド ク タ ー等がいます。

　  　 島し ょ 圏域の「 医療施設に従事し ている医師数」 (人口10万対)は165 .6人で、 東京都平

均の372 .2人と 比べて少ない状態です。

（ ２ ）　 歯科医師

　  　 医療施設には20.6名が勤務し ており 、「 医療施設に従事し ている 歯科医師数」（ 人口10

万対） は84 .2人で、 東京都平均の131 .8人と 比べて少ない状態です。 　 　 　

（ ３ ）　 薬剤師

　  　 医療施設には７ 名が勤務し ており 、「 医療施設に従事者し ている薬剤師数」（ 人口10万対）

は28 .6人で、 東京都平均の41.9人と 比べて少ない状態です。 　 　

（ ４ ）　 保健師

　  　 島し ょ 保健所には９ 名の保健師が配置さ れています。

　  　 町村には９ 町村のう ち7町村に１ 名以上の常勤保健師が配置さ れており 、 計17名の保健

師が勤務し ています。 また、 ５ 村では非常勤保健師が配置さ れています。

　  　 東京都では、 島し ょ 町村の人材育成支援の一つと し て保健師研修を 実施し、 保健師の定

着と 島し ょ 圏域の保健活動の向上を図っ ています。

（ ５ ）　 助産師

　  　 医療施設には、 6.2名の助産師が勤務し ており 、「 医療施設に従事し ている 助産師数」 

（ 人口10万対） は25 .3人で、 東京都平均の27.5人と 比べて少ない状態です。 　

医師確保のために、 以下のよう な取組が行なわれています。

・ 自治医科大学における 、 へき 地勤務医師の養成(昭和47年度開始)及び卒業後のへき 地派遣

・ 医科大学病院等から の、 へき 地勤務医師等確保事業(平成６ 年度事業開始)

・  地域医療の支援に意欲を 持つ医師を 東京都が採用し、 医師不足が深刻な市町村公立病院等

に一定期間派遣する、 東京都地域医療支援ド ク タ ー事業(平成21年度開始)

・ へき 地勤務医師の給与費補助
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（ ６ ）　 看護師

　  　 医療施設に102 .7名の看護師が勤務し て おり 、「 医療施設に従事し て いる 看護師数」 

（ 人口10万対） は419 .9人で、 東京都平均の666 .1人と 比べて少ない状態です。 なお、 准

看護師は13 .6名です。

（ ７ ）　 その他の職種

　  　 管理栄養士等の専門職についても、 安定的な確保が困難な状況が続いています。

〈 医療施設（ 病院・ 一般診療所・ 歯科診療所） における従事者の状況〉

区 分 島し ょ 東京都
人口10万対 人口10万対

医 師 40 .5 165 .6 52 ,290 .2 372 .2

歯科医師 20 .6 84 .2 18 ,518 .6 131 .8

薬剤師 7.0 28 .6 5 ,891 .6 41 .9

助産師 6.2 25 .3 3 ,864 .0 27 .5

看護師 102 .7 419 .9 93 ,576 .7 666 .1

准看護師 13 .6 55 .6 8 ,541 .5 60 .8

歯科衛生士 17 .5 71 .5 15 .225 .6 108 .4

歯科技工士 7.0 28 .6 957 .0 6 .8

理学療法士 4.0 16 .4 8 ,347 .5 59 .4

作業療法士 0.0 0 .0 3 ,498 .7 24 .9

診療放射線技師 5.0 20 .4 6 ,127 .4 43 .6

診療エッ ク ス線技師 1.0 4 .1 188 .2 1 .3

臨床工学技士 1.0 4 .1 3 ,001 .4 21 .4

臨床検査技師 3.0 12 .2 8 ,264 .1 58 .8

注１ 　 従事者数は、 常勤換算（ 従事者について、 その職務に従事し た１ 週間の勤務時間を 当該医療施設の通常の１ 週間の勤務

時間で除し た数） である。

注２ 　 病院、 一般及び歯科診療所の3施設の従事者計である。（ 保健所等行政機関等は含まず）

注３ 　 人口10万対従事者数の算出基準と なる人口は、 総務省「 国勢調査」（ 令和２ 年） を用いた。

資料： 厚生労働省「 医療施設調査・ 病院報告」（ 令和２ 年10月）
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４ 　 医療提供体制の確保

　  　 島し ょ 圏域の診療体制を支援するため、 次の取組を 行なっ ています。

（ １ ）　 救急医療体制の確保

　  　 島し ょ 圏域において、 高次医療・ 専門医療を必要と する救急患者の搬送は年間230件程

度発生し ています。 救急搬送は、 東京消防庁のヘリ コ プタ ー等に医師が同乗し 、 本土の医

療機関まで救急患者を 搬送し ます。

（ ２ ）　 画像伝送システムによる診療支援

　  　 伊豆諸島及び小笠原諸島の医療充実のため、 島し ょ 医療の基幹病院である東京都立広尾

病院は、 病床の確保や技術的支援等を 行っ ています。 また、 平成22年度に更新さ れた画

像伝送システムを 活用し て、 島し ょ の診療所・ 病院と 医療連携を行っ ています。 　 　 　

（ ３ ）　 代診医の派遣

　  　 代診医と は、 東京都のへき 地町村の公的医療機関に勤務する医師が研修・ 休暇等で勤務

地を 一時的に離れる場合に、 臨時で代替勤務をする医師のこ と です。 東京都では、 へき 地

町村の要請（ 求人） に基づき、 代替医師（ 代診医） の確保、 調整を行っ ています。 　 　

（ ４ ）　 東京都へき 地医療支援機構の設置

　  　 国の「 第９ 次へき 地保健医療計画」 に基づき 、 平成17年度に「 東京都へき 地医療支援

機構」 が設置さ れ、 へき 地医療支援事業を 円滑かつ効率的に実施し ています。

　  　 また、「 東京都へき 地医療支援機構」 では、 無料職業紹介事業を 実施し て医療人材の確

保に努める と と も に、「 東京都へき 地医療支援機構通信」 を 発行し 、 定期的な情報発信に

務めています。

　〈 事業内容〉

　 ア　 へき 地医療支援の総合的な企画・ 調整

　 イ 　 へき 地医療支援計画の策定

　 ウ　 へき 地勤務医師等派遣計画の策定

　 エ　 へき 地医療従事者の開拓・ 育成・ 診療支援に関するこ と

　 オ　 東京都へき 地医療対策協議会の開催等

（ ５ ）　 島し ょ 地域看護職員定着促進事業

　  　 東京都では、 平成26年度から 島し ょ への出張研修及び短期代替看護職員派遣を 実施す

るこ と により 、 島し ょ 看護職員の勤務環境改善と 定着促進を 図っ ています。

（ ６ ）　 島し ょ 地域医療従事者確保事業

　  　 東京都では、 平成28年度から 定着率の高い看護職員を 確保する ために現地見学会を 実

施する町村に補助を行っ ています。

26



第
１
部

　
第
２
章

総 論 第１ 部

５ 　 地域保健等関連施設

　  　 島民に身近な対人保健サービスは各町村が提供し ており 、「 市町村保健センタ ー」 は大

島町、 新島村、 神津島村、 八丈町及び青ヶ 島村が設置し ています。

　  　「 子供家庭支援センタ ー」 は大島町、利島村、新島村、神津島村、三宅村、御蔵島村、八丈町、

小笠原村が設置し ています。

　  　 地域保健の専門機関である保健所は、 ４ 出張所（ 大島、 三宅、 八丈及び小笠原の各出張

所） と ２ 支所（ 新島及び神津島の各支所） があり 、 各町村の保健活動等と 連携し 、 事業を

行っ ています。

〈 保健福祉関連施設〉

町 村 町村保健センタ ー 子供家庭支援センタ ー 都所管保健所

大島町 大島けんこ う センタ ー　 ○
大島出張所

利島村 － ○

新島村 新島村さ わやか健康センタ ー ○ 新島支所

神津島村 神津島村保健センタ ー ○ 神津島支所

三宅村 － ○
三宅出張所　

御蔵島村 － ○

八丈町 八丈町保健福祉センタ ー ○
八丈出張所　

青ヶ 島村 青ヶ 島村保健福祉センタ ー　 －

小笠原村 － ○ 小笠原出張所　
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６ 　 介護サービ ス

　  　 介護保険制度による施設及び在宅サービスの提供状況は、 次のと おり です。

区 分

島
し
ょ

大
島
町

利
島
村

新
島
村

神
津
島
村

三
宅
村

御
蔵
島
村

八
丈
町

青
ヶ
島
村

小
笠
原
村

指
定
サ
ー
ビ
ス

訪問介護 9 4 – 1 – 1 – 3 – –

訪問入浴介護 2 1 – – – – – 1 – –

訪問看護 5 3 – 1 – – – 1 – –

通所介護 4 1 – – 1 1 – 1 – –

通所リ ハビリ テーショ ン 1 – – – – – – – – 1

福祉用具貸与 3 2 – – – – – 1 – –

短期入所生活介護 5 1 – 1 1 1 – 1 – –

認知症対応型共同生活介護 1 1 – – – – – – – –

特定福祉用具販売 1 – – – – – – 1 – –

居宅介護支援 14 6 – 2 1 2 – 3 – –

介護老人福祉施設 5 1 – 1 1 1 – 1 – –

認知症対応型通所介護 5 2 – – – – – 3 – –

地域密着型通所介護 6 2 1 1 – – – 2 – –

計 61 24 1 7 4 6 – 18 – 1

基
準
該
当
サ
ー
ビ
ス

訪問介護 2 – – – 1 – – – – 1

短期入所生活介護 2 – – – – – – – – 2

福祉用具貸与 1 – – – – – – – – 1

介護予防福祉用具貸与 1 – – – – – – – – 1

介護予防短期入所生活介護 2 – – – – – – – – 2

計 8 – – – 1 – – – – 7

離
島
等
相
当
サ
ー
ビ
ス

介護予防支援 1 – – – – – – – – 1

居宅介護支援 3 – 1 – – – – – – 2

地域密着型通所介護 3 – 1 – – – – – – 2

計 7 – 2 – – – – – – 5

資料： 東京都介護サービス情報公表システム等（ 令和６ 年７ 月31日）
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区 分

島
し
ょ

大
島
町

利
島
村

新
島
村

神
津
島
村

三
宅
村

御
蔵
島
村

八
丈
町

青
ヶ
島
村

小
笠
原
村

地域包括支援センタ ー 9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

資料： 東京都介護サービス情報公表システム（ 令和６ 年７ 月31日）

〈 地域包括支援センタ ー〉

　 離島や山間地域では、 効率性や採算性の問題などから 、 都市部に比べて介護サービス

事業者の参入が進みにく い状況や、 介護保険制度の計画的・ 安定的な運営が困難な側面

があり ます。 こ う し たこ と から 、 東京都は、 関係町村と 「 離島等サービス確保対策検討

委員会」 を設置し 、 介護サービス確保のための検討を進めています。
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７ 　 障害者総合支援法による 自立支援給付サービス

区 分

島
し
ょ

大
島
町

利
島
村

新
島
村

神
津
島
村

三
宅
村

御
蔵
島
村

八
丈
町

青
ヶ
島
村

小
笠
原
村

居宅介護 6 1 – 1 – – – 3 – 1

重度訪問介護 3 1 – – – – – 2 – –

同行援護 1 – – – – – – 1 – –

行動援護 1 – – – – – – 1 – –

短期入所 3 2 – – 1 – – – – –

生活介護 6 4 – – – – – 2 – –

施設入所支援 3 3 – – – – – – – –

計画相談支援 3 2 – – – – – 1 – –

障害児相談支援 1 1 – – – – – – – –

就労継続支援（ Ｂ 型） 4 1 – – – – – 3 – –

共同生活援助 10 3 – – 1 – – 6 – –

計 41 18 – 1 2 – – 19 – 1

※〈 参考〉 島し ょ 地域にない、 その他のサービス

重度障害者等包括支援・ 自立生活援助・ 療養介護・ 宿泊型自立訓練・ 自立訓練・ 就労移行支援・ 就労定着支援・ 地域移行支援・

児童発達支援・ 医療型児童発達支援・ 放課後等デイ サービス・ 居宅訪問型児童発達支援・ 保育所等訪問支援・ 障害児入所支援・

医療型障害児入所支援

資料： 東京都障害者サービス情報（ 令和６ 年７ 月31日）
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